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の点について検討する．

　日常，小児の核医学検査を行う時に問題となる

放射性医薬品の小児投与量については日本アイソ

トープ協会医学薬学部会のイメージング規格化委

員会より‘‘核医学イメージングのための小児への

放射性医薬品投与量に関する勧告”が出されてい

るので省略するが，現在成人用として普及してい

る67Gaや201T1のシリンヂタイプは投与量が年

齢によって変る小児に使用するのは難かしい．

　小児核医学検査に従来から行われているものの

他に最近行われているものとしては1231・IMPに

よる症候性てんかんの診断，脳血流障害に関する

位相解析，各種肺疾患に対する換気血流検査，

1231・IMPによる肺血流検査，先天性胆道閉鎖症

術後の99mTc・フチン酸による肝／脾による検討，

99mTc－PMTによる肝・胆道シンチグラフィの因子

分析，肝硬変症による側副血行路検討の1231・IMP

による門脈シンチグラフィ，ペルテス病の左右大

腿骨骨頭血流の比較，1311－MIBGによる神経芽細

胞腫の診断，消化管出血の検索等々小児核医学利

用の多様化は枚挙のいとまがない．

　これら最近はじめられたもののうちから症例を

呈示しながら述べる．

《教育講演6》

呼吸器核医学　最近の話題

「99mTC一テクネガス」を中心として

ー｜戊 上 憲 司（鯨慈恵会医科大学放射線科）

　呼吸器核医学における最近の話題として，換気

検査に用いるテクネガスの開発，99mTc・DTPAを

用いた肺上皮透過性の検索，201Tl，1231－IMP，

99mTc・MIBIなどを用いた腫瘍・炎症の検索など

がある．今回の教育講演では，これら新しい放射

性医薬品，あるいは検査法にっいて，従来の検査

法と関連させながら適用について述べる．

　最近，オーストラリアで開発されたテクネガス

は，テクネガス発生装置で生成され，99mTcの付

着した超微粒子の気体で，その径は0．005ミクロ

ン～0．14ミクロンと報告されている．肺における

生物学的半減時間は，135時間であり，肺胞に沈

着したテクネガスは殆ど動かない．

　81mKrガス，99mTc・エロゾルと対比した結果か

ら見て，テクネガスは，エロゾルとしての性格よ

りも，ガスにより近い肺内分布を示す．99mTc－

MAAの追加静注によって，血流分布も得られ，

肺塞栓症のように，救急の場で換気血流検査を必

要とする場合に有用と考えられる．

　201Tlは，肺悪性腫瘍に応用が普及しつつあり，

その特異性は67Gaに比して高く肺の結節性病変

の鑑別診断および縦隔転移の有無の検索に期待が

寄せられている．

　1231・IMPは，血管内皮細胞に集積すると言われ

ているが，喫煙，間質性肺炎，あるいは炎症巣に

おいて，集積または排泄遅延が見られ，機序につ

いての検討が必要であるが，今後期待の持てる放

射性医薬品である．

　その：他，99mTc－MIBIによる肺腫瘍イメージン

グ，99mTc・HM　PAOエロゾルによる拡散血流評

価なども行われているが，これら放射性医薬品の

新しい応用方法についても，海外の成績を含めて

発表する予定である．
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